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と診断した中

A-9) 東部外傷後をこ皮質 下 出 血 を反復多発した
脳ア ミ田イ ドアンギオパテ-齢 l例

黒木 亮 ･板恒 膏 一

西沢 素志日脚 削 魂 凝 姦 宗)
中井 卿

脳挫傷後約 1年の間に,3ガ所4回の皮質下出血を繰

り返 した脳アミロイドアンギオパチ- (CA鋸 の剖検

例を報告した.症例は81才の男性で,高血圧巧,脳卒中の

既往はない.交通事故で頭部外傷を受け,CT 土脳挫傷
の所見があり左頭頂後頭部皮質下に小出血を認めた.2

九月後と9カ月後,左頭頂後頭部に皮質下出血を呈した.

同部位に出血を繰り返Lたため脳血管撮影を施行 Lたが

動脈癖や血管奇形などの異常は認められなか-〉た.更に

2カ月後,左前頭部と右頭頂部皮質Tに出徹が出現一

CAA を疑い,手術で右頭頂皮質を生検 Lたが,アミロ

イド､物質は証明されず.患者は Baiimt症状などを呈し

次第に全身状態が悪化し,肺衆を併発 して死亡した.剖

検では,アミロイド物質の沈着が大脳皮質動脈壁に認め

に)れたが,脳以外の諸臓器には証明されず,CAA と診

断した.病理及び剖検所見の報告と共に,CAA と脳出

血,および外傷との関連について若干の考察を加えた.

A110) ヒマラヤでみられた高所網膜 出血に-凡､て

鈴木 尚 欄 家 嘘 離 精 読'?I:)

対象および方法 :三国友交登山隊に参加 した[∃本隊員

24名車22名を対象に 5350m の BaseCampで直像鏡

を履いて眼底検査を施行,所見の見られた例については

眼底カメラで撮影 Lた.結果 :22名車5名8眼に網膜出

血が認められゥ食倒視神経乳頭を中心とした火焔状出血

であった.黄斑部に出血はなく乳頭にも著変は認められ

ず,視力障害等の自覚症状も望きなかった.考察 :高所

網膜出血は hypoxiaに起因するが Valsalvamaneuvre

等U)因子も関与する事が知られている.今回経験 した網

膜と凍楓 は神経線維層の表在性小出血であった.この部-

は hypoxiaに対し自己調節槻能を有する網膜毛細血管

が酸素を供給 しているため反応性に拡張する.これに激

しい登山活動により一過性の血圧上昇が加わり,また血

液粘調度の克進等もみられ,これらが相互に作用 しあっ

て出血を来したものと考えられた.結語 :高所でみられ

た網膜出血例について報告した,
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今回我 々は MtくJ∴て siLTlnOirlsiTlLISlhr川11llOSiト

と診断した2症例を経験したので,主をこsinus血 ombosis

の経略的 MR王所見と MRI診断の有用性について文

献的考察を加え報告する.

症例 1:74歳身性.頭痛,吐気,回転性めまい,全身

性倦怠感にて発症,第3病E3の MR王にて si野nOids呈nus

に一致 して T l 強調画像 (SE:500/40)で等倍卑賎亨

T2強調画像 鰻E:2000/80)で高信号域を認めた.脳

血管造影及び左内頭静脈造影にて左S状静脈洞閉塞が確

認された.

症例2:60歳男性,饗然のふらつき感にて発症申CT

にて右小脳出血を認めた.第4病日の MRlにて sigmo主d

高信号域,T2強調画像 (SE:2000;/80)で等倍登城を

認めた.脳血管造影では右S状静脈洞は造影さわなかつ

上.

A12) 妊娠初期における静脈洞血栓症の 1治
験例
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妊娠初期に発症 した静脈洞血栓症は文献上10傍匿 すぎ

ない,最近,妊娠漫0週で発症 した上矢洞血栓症の 1治験

例を経験 したので報告する.症例は39歳の主婦で頭鳳

覇気を訴え来院 した.CT で右シルビウス裂の狭小化と

皮質増強効果がみられ 両側頚動脈撮影で上矢状洞が造

影されず,右前頭 ･側頭 ･頭頂部の皮質静脈が螺旋状に

蛇行 し さらに右親側頚静脈が著しく拡張 していた.脳

血管撮影直後にけいれん霧績状態を楽 し抗けいれん剤で

Itントr- JLに努軋 更に抗浮腫札 1-;t牛物質上段･果し

た.入院 2日後の CT で右前頭 書側頭 e頭頂部に皮質

内出血の所見がみられ 抗浮腫剤を増量し経過を観察 し

た.入院8日後には皮質内出血は吸収され,皮質増強効

果も認められなかった.同日の脳血管撮影で土矢状洞は

閉塞 していたが,螺旋状の皮静脈と拡張 した犠側頭静脈

は認められず,右 Lab転 静脈を介して右横静脈洞が造
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財されていた.愚者は入院3カ月後をこ神経脱落症状もな

上退院した

A-及3) 海綿静脈洞の静脈流出路閉塞

三一一t＼､･･≡; ･･

rて･ 一 i

吉本 高志 し,ji北人草脳研脳神経外糾う

内用動脈海綿静蝋洞噴 く､.C(ーI/i]二海綿静_q闘 ･l部硬膜動

静賦ここ,㌔,ントし(二1(l八＼JSlには静脈流出路し')酎 打日射F.

rllf-1J麗左十)が高相度に合肝‥ftL::/:-.('･(i/9-礼 ('･山肌rS1)丁

例の白験例殿うち,治療前の追跡戯管撃で静脈流出路の

閉塞性勘七畑認め!､､,ナ圧二ハは,(､eF i)例.C(lA＼JS :r,

例-･ご鉦､､上.こ木目.【1型:卜眼静脈 LSO＼rlを'恒二､

十日用JLjj卜し-トー.::f洋ハ狭窄,聞乱 2里 :卜錐鮎静

塞亨に分顔できた.1塾がCdAVS竣例に認められ 症

;i.虹に卜臣t･i_･､･適性に増悪tI/_.SO＼Jr遠位がrljF･‡塞 し.

シャツト残存例では視力障害を残した一望塾はCCF2

(拙 く｢〔l▲へ＼'S l例烏恩人Fll一一圧 してF if町亡烏tkf盤動脈

魔を残し野砲約2例では前方ドレナ-葺の免荷が増加し,

服症状が増悪l仁 静脈流出路LJ〕閉塞は 勅匪圧にさと､l

された静脈系の反応である可能性が示醸され 旦型は自

然治癒の一過程と鮎なるが,不可避的視力障害を残すこ

と私ありヲ早期加療が必要と考えられた.

Å1.11 構･S拭静脈両部硬膜動細1桁守帖/')H.i,･腐

症状と静脈洞閉塞との関連性

阿部 博史･小池 打
ll-内 (.M.L】･情河 JL,,I-:
小出 章･旧申 降

警 吏藍常姦策欝研究所∋

日的･対象 :構･S状静脈i軌附)硬膜動榔tir摘 ~一昭
i_.1~)八＼'＼:1~＼111刊に右し､..-I:-:,静腔洞閉塞ハf津射史出附､L!'.:i:

臨床症状!-_L1-関連に-㌔)し､,.;I:検討した.結果 :1博伸 ご日刊

に静脈洞近後部と遠位部の両側の閉塞,3例に近位部の

閉塞が認鉦 ､､,t∴ と‖叶打叶-LI:脳天静鵬-＼(-り逆流かノ1日 i

た.8例車6例は静脈-の逆流をこ基づく出血や虚血症状

で発症 し,二郎亀だけであった2例や且例で転逆流領域をこ
一致 して低濯流域が観察され虹 また,静脈洞近位部に

閉塞のみられた 豆例は上髭状洞部DAVM を合併 し

両側半球の循環時間の著明な延長を認めた.静脈洞閉塞
を伴わなかった3例では,内頚静脈の閉塞と狭窄がみら
れたが脳裏静脈への逆流はなくラ2例で耳鳴e)みが認め

られた.緒論 :簾 中S状静脈洞部 DAVM において,

静脈洞閉塞の有無及びその部位は流出静脈の方向を決定

する因子として極めて遺棄であり,脳索静脈-の逆流が

みられる転職では積極的な治療が必要である中

'･ t ･ il.: ･.‥. ･､＼ i

加藤 里･高Ⅲ 久
申村 触･ffj'家 鳩 :･ :..∴ .
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報告する.症例は55歳蜜甑 約号0年前より隼3-4回の

餐身軽轡がありきこの精査目的で入院 神経学的所見は

右ホルネル教寵を認めるのみ.CT正徽 男顔血管撮影で

は (全て右側)中硬膜動脈分枝と内環動脈殿海綿静脈洞

硬膜枝を練Å動脈,前頭上行静脈を流出静脈とする硬膜

動静脈奇形を認めた書流出静脈は選択的内頚動脈,外務

動脈撮影のいずれでも遺影されたが海綿静脈洞は掃出さ

れなかった.また選択的外頚動脈撮影で鱗形骨縁硬膜の

lli(lusか!､､海綿静脈洞硬膜桂を/î‖ て内頚動脈し造離

された,手術所見では蝶形骨線外側の硬膜に 摘dusと

憩わilf,小血管に雷む部IIIかii㍉･pl.二木ユ･Elrl､(Iu.il-

揃 頭上行静脈)が連続してーいた･この流出静脈をn呈dus
より凝囲切断 し約 二i…1∴頼二;).剥離摘出しプ∴ 術後し7~)

血管撮影で 涙dusおよび流出静脈は潜朱してい紅 以

上より蝶形骨線をこ発生した硬膜動静脈藩形は極めて稀と

思われ報告 した

八一･一161 ttJ頼 j蓋櫛 硬膜勅静脈奇汁行1;日刊
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前頭義窟硬膜動静脈奇形は極めて珍 しくき文献上をこ私

28数例の報告を見るにすぎない.我利 豊,相次いで3例

を経験 したので報皆する申症例 且は,頭部外傷およびく

私膜下出血で発症 した確冒歳の女性で,両側簡骨動脈を流

入動Ii軒′･_し./lp:幌球付肴部輔JHl･板.i.㌔ヨ辺ハ硬膜に Ili(-lLlS

を形成 し 拡張 した皮質静脈を流出静脈とする動静脈奇

形を認めた.手術をこより索当部の硬膜も含め動静脈奇形

を全摘出したg症例 2,3は,いずれも脳梗塞で発症 し

た削歳および65歳の男性でク土記症例 且と基本的に同じ

流入,流出血管をもつ前頭義窟硬膜動静脈奇形であるp

これらは㌢imc主demもalであったこと亨および高齢のた

め,寮解せず争現在外来をこて経過観察中である,前頭蓋

窟硬膜動静脈奇形は,頭蓋内出血で発症 Lやすいため芳

摘出が理想とされているので,症例2き3をこついて屯,

手術を考慮 した慣意な対応が必要と思われる.


